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Ⅰ　はじめに

本小論は，オランダのリンブルフ州南東部に位

置する，国境都市Kerkrade
ケ ル ク ラ ー ゲ

の地域的性格を基幹

産業衰退後の地域変化と越境地域連携の進展にと

もなうトランスボーダー都市の形成から明らかに

しようとするものである。

ケルクラーデはドイツのノルトライン・ヴェス

トファーレン州のHerzogenrath
ヘ ル ツ ォ ー ゲ ン ラ ー ト

と国境を挟んで

接する。両市を含むドイツのノルトライン・ヴェ

ストファーレン州からオランダのリンブルフ州，

そしてベルギーのリェージュ・リンブルフ両州に

かけての３か国国境地域では，石炭産業が1970年

代まで地域経済の基幹産業であった。しかし，炭

田の閉山とともに，これらの地域は地域経済構造

の変革を迫られ，その対応を模索するなかで，国

境を挟んだ地域連携を展開させてきた。それは越

境地域連携組織Euregio Maas-Rhein
エ ウ レ ギ オ ・ マ ー ス ラ イ ン

の設立に象

徴されるように，上からのトップダウン的性格で

始まった（拙稿，2003a）。しかし，前報の結論で

指摘したように，1990年代からオランダ・ドイツ

国境地帯ではボトムアップ的な連携が進展してき

た。その代表が本稿で取り上げる，ケルクラーデ

とヘルツォーゲンラート，あるいはヘーレン（オ

ランダ）とアーヘン（ドイツ）といった地方自治

体による越境地域連携である。

オランダとドイツ国境では，1 9 5 8年の

EUREGIO設立を端緒に，国境を挟んだ越境地域

連 携 組 織 が 設 立 さ れ て き た 。 と り わ け ，

EUREGIOはそれ以降のヨーロッパにおける越境

地域連携組織のモデルとなり，EUの東方拡大時

にもEuroregion
ユ ー ロ リ ジ ョ ン

と呼ばれる連携組織の設立に影

響を与えた。同時に，ヨーロッパ国境地域協会が

EUREGIOと同一場所に事務局を構え，EUの地

域統合の進展とともにその政策に影響力を及ぼし

てきた。ヨーロッパの国境地域に関する地理学的

研究も，地域統合の進展とともに積み重ねられ

（浮田，1983，1994；飯島，1999，2003），隣接分

野の研究も盛んである（たとえば，若森ほか編著，

2007参照）。また，対象地域を含む，独蘭国境地

域に関しては，オランダのナイメーヘン大学（現

ラートボウト大学）国境地域研究所のスタッフに

よる蓄積がみられる（たとえば，Van der Velde,
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図１　研究対象地域
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M and van Houtum, H eds., 2000）。とりわけ，

ケルクラーデとヘルツォーゲンラートについて

は，EhlersとBuursink（2000）が越境地域連携

の制度化の視点から解き明かし，国境を活かした

地域づくり戦略の事例地域として取り上げている

（Ehlers，2002）。本研究はエヒラーの研究を踏ま

えつつも，ケルクラーデの地域性と越境地域連携

の連関をトランスボーダー空間の形成という視点

から探ろうとするものである。

以下，次章では越境地域連携の地域的背景とな

った産業構造の転換について述べる。これを受け

て，ケルクラーデの特性を人口構成とその地域差

から明らかにした後，越境地域連携の展開をみて

いく。最後に，ケルクラーデにおけるトランスボ

ーダー空間の形成と越境地域連携の課題について

考えていきたい。

Ⅱ　産業構造の変革とケルクラーデ

１．リンブルフ州の炭田開発とケルクラーデ

オランダ南部のリンブルフ州は，ヨーロッパに

おける重工業三角地帯の中央に位置し，ドイツの

ルール地方から北フランスにかけての産炭地域の

一角をなす（図２）。なかでも，ケルクラーデで

は，12世紀に石炭の採掘記録がみられ，ヨーロッ

パで最も古く炭田開発が行われた地区として知ら

れている（Monkhouse，1955）
１）

。ただ，ケルク

ラーデ，そしてヘーレンを中心としたリンブルフ

州南部の東部炭田地域の形成は，19世紀後半まで

待たなければならなかった。

リンブルフ州の炭田開発は，1900年代初頭にオ

ランダ政府が参入するまで外資系資本によって担

われ，政府参入後も1920年代後半まで民営炭田の

採炭量が国営のそれを上回っていた（図３）。そ

れら外資系資本は，ドイツ・ベルギー・フランス

のものであった。また，炭田開発の展開を空間的

にみると，それはドイツ国境のケルクラーデから

ヘーレンに向かって時間とともに進行していった

ことがわかる（図４）。これは石炭層がケルクラ

ーデからヘーレンに向かって，その深度を増すた

め，ドイツ国境に近いケルクラーデでの開発がよ

り容易であったことによる
２）
。

外資系資本による炭田開発の推移をみると，ケ

ルクラーデでは，1845年に，まずアーヘン・マー

ストリヒト鉄道会社がDomaniales鉱区（写真1）

の採掘権を獲得した。1852年には，新たに

Neuprick炭坑も創業された。その後，ハー

グのオランダBergwerkveren ig ingが

1860・61年にWillem鉱区とSophia鉱区の採

掘権を獲得したものの，採掘に成功するこ

となく，1881年に破産した。その結果，両

鉱区の採掘権は1898年に，ベルギーの

Société Anonymes des Charbonnages

Néérlandais Willem et Sophiaに売却された。

また，Eygelshoven
アイゲルスホーフェン

３）
では，ヘルツォーゲ

ンラートのドイツ人ファミリーが1876年に

Laulaの採掘権を獲得し，Vereenigingの採

掘 権 も Vereenigd Gezelschap voor

Steenkoolontginning in het Wormsdistrict
図２　ヨーロッパにおける重工業三角地帯とケルクラーデ 

〔Messing（1988）により作成〕 
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図２　ヨーロッパにおける重工業三角地帯とケルクラーデ
〔Messing（1988）により作成〕
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が1877年に得た。ヘーレンでは，ドイツ人の

Honigmann一族ほかが出資して1879年にOranje

Nassau鉱区の採掘権の一部を獲得して，1899年

から生産を開始した。1908年に，Honigmann一

族は持ち株分をフランスのWendelファミリーに

売却した。

このような外資系資本による炭田開発の一方

で，オランダ国会では，当時の国際情勢から資源

の国有化が叫ばれるようになり，国営企業の

Dutch Staartsmijnen（以下，DSM）が1903年に

ケルクラーデのWilhelmina炭田から始まった。

その後，DSMは1911年にEmma炭鉱（ヘーレン），

1915年にHendrik炭鉱（Brunssum），1923年に

Maurits炭鉱（Geleen）の採掘を開始した。その

結果，採炭量は1906年の3千トンから1914年に

54.7万トン，17年に109.2万トン，22年に208.6万

トン，25年に380.5万トン，30年に698.8万トンと

急増していった（図３）。1925年の採炭量は民間

採炭量308.7万トンを上回り，同年以降，DSMの

生産量は民間を下回ることはなかった。この結果，

オランダの採炭量は第二次世界大戦中と戦後の一

時期を除いて，1966年まで１千万トン台で推移し

た。

リンブルフ州における石炭産業は，

1960年代のエネルギー革命によって，

転換を余儀なくされた。オランダ政

府は1965年12月に炭鉱の閉山を決定

した。そのため，石炭の生産量は

1960年代後半から急減して，1974年

の最後の炭田閉山時にはわずか758ト

ンに過ぎなかった。なかでも，ケル

クラーデでは，DomanialesとWillem-

S o p h i a の 各 民 営 炭 鉱 ， D S M の

Wilhelmina炭鉱がすべて1969年に閉

山されて，地域経済の基幹産業を一

度に失うこととなった。

２．炭鉱都市，ケルクラーデ

ケルクラーデは，炭田開発とともに人口を拡大

させ，炭鉱都市を形成してきた。1802年に，
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図４　オランダ南部リンブルフ州における炭田の分布 
　　　　　（Messing,1988ほかにより作成） 
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Domaniales炭鉱では430人の労

働者によって1.7万トンの生産

をあげ，1805年に2.2万トン，

1807年に480名の労働者を数え

た
４）
。1815年のウィーン会議に

よって，オランダが誕生する

とともに，ケルクラーデはオ

ランダの版図に組み込まれた。

その人口は，1829年の3,435人

から1869年に5,037人へと10年

に約400人の割合で増えた（図

５）。その後，人口は，1879年

に6,105人，89年に7,019人と10

年に約1,000人のペースへ速ま

り，1890年代以降の急増期を

迎えた。すなわち，1900年の

9,619人が1910年に16,633人，20

年に25,494人，30年に36,705人

となり，いったん停滞した。

この人口急増期に，ケルクラ

ーデ市内に位置する四炭鉱の

労働者数は，同様の拡大傾向

を示した（図６）。すなわち，

坑内労働者数は，1895年の300

人から1901年に1,103人，1913

年に3,224人，1919年に5,053人

に増え，1930年に6,723人に達

した。これとともに，坑内労

働者はケルクラーデ市人口に

大きな割合を占めるようにな

った。例えば，1900年に，そ

れは4.6％に過ぎなかったが，

1910年に12.9％，20年に22.1％，

30年に18.3％と高まった
５）

。地

上労働者を含む，1938年以降

においても，炭鉱労働者の比
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図５　ケルクラーデの人口と性比の推移 
1960年以降は，1982年に合併したアイゲルスホーフェンのデータを合算して補正してある 

（ケルクラーデ市提供資料およびオランダ中央統計局データにより作成） 
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率は若干低下するものの，1963年まで市人口の

15％以上の割合を保っていた。このように，リン

ブルフ州南部の炭田地区では，この時期に都市が

形成されはじめ，ケルクラーデがその中心であっ

た（図７）。

ケルクラーデの都市形成は，炭鉱周辺における

炭鉱集落の建設によって進展した（表１）。その

炭鉱集落数は12を数え，1907年から1931年に順次，

建設された。この時期，ケルクラーデの人口は常

にヘーレンをはじめ，他諸都市の人口を上回り，

リンブルフ州南部の東部炭田地域において中心を

なしたことがわかる。たとえば，現在の中心都市，

ヘーレンの人口は1900年に6,646人，1910年に

12,098人，1930年に32,263人であり，常にケルク

ラーデのそれが3千人から4千人以上多かった。

炭鉱都市では，炭鉱労働者の比重の高さから人

口構成上，高性比を示す。ケルクラーデの場合，

データの得られた1916年に性比は128と高く，そ

れ以降も1926年に115，36年に108，46年に104と

女性の割合が高くなりつつも，1969年の炭鉱閉山

まで100以上の値を保ってきた（図５）。また，人

口の年齢構成では，オランダ全体と比べて，男女

ともに10歳代から20歳代の比率が高く，反対に50

歳代以上の各年齢層の割合が低かった（図８）。

とりわけ，25歳から29歳層は構成比で男性1.5％，

女性1.2％の差異をみせて，際だって多かった。

ケルクラーデが1950年当時，非常に若い年齢構成

であったことがわかる。しかし，1965年の炭鉱閉

山のアナウンスを境に，ケルクラーデの人口は減

少に転じた（図５）。とりわけ，市内4炭鉱が閉山

した1969年とその前年に，市人口はそれぞれ対前

炭鉱コロニー名 建設時期 総戸数 
Terwinselen 1907-1926 184
Heilust 1913-1931 97
Hopel 1913-1927 77
Spekholzerheide 1914-1917 40
Vink 1919 40
Kaalheide 1919-1927 219
Bleijerheide 1920 90
Eijkenstraat en omg. 1921 128
Chevremont 1920-1927 164
Drievogels 1928 60
Koesterstraat 1920 74
Verspreide huizen 1917-1931 54

計 1907-1931 1227

（Renes,1988により作成） 

表１　ケルクラーデにおける炭鉱コロニー 

図７　リンブルフ州南部東部炭田地区における都市発展（Houben, W編，1982による）

表１　ケルクラーデにおける炭鉱コロニー
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年で1,038人，1,018人と最大の減少幅をみせた。

これとともに，1969年の年齢構成は，1949年と比

べて男女ともに10歳未満と20歳代，なかでも5歳

未満と20歳代後半層の割合が急減しており，反対

に50・60歳代の比率の上昇がみられた（図８）。

ケルクラーデでは地域人口の減少とともに，その

年齢構成の高年齢化が進展し始めていたといえよ

う。

3．「ブラックからグリーン」へ

リンブルフ州南部の東部炭田地域では，炭鉱の

閉山後，「ブラックからグリーンへ」
６）

を標榜し

て地域の再開発が進められた。まず，1965年に，

東部炭田地域を構成する8つの自治体が，「東部炭

田地域における都市域
７）
」と称する組織を設立し

た。この組織は既成市街地と住宅地（炭鉱住宅街

を含む），および交通網の再生といった都市再開

発のほか，炭鉱地区再生を目的に地域計画を策定

していった。1974年の地域計画承認とともに，リ

ンブルフ州政府は炭鉱地区再生のため，中央政府

による財政支援を求めた。これを受けて，オラン

ダ政府は地域再整備計画助成法を策定した。この

助成法の下で，東部炭田地域の再生計画に関わる

事業期間は10年（当初1974年から1985年，その後，

1989年まで延長）とされ，個々の自治体が再開発

を個別に行うのではなく，統一したアプローチが

求められた。そのため，1975年に東部炭田地域炭

鉱地区再生協会（略称SSO
８）
）が組織され，地方

自治体と協力しながら地域再生計画を推進してい

った。

炭鉱地域再生計画は，11炭鉱の跡地面積約750

ヘクタールを住宅地，工業用地，レクリエーショ

ン用地に再生するものであり，用地取得やぼた山

の除去，土地整理等に関わる費用の80％が国から

助成された。また，炭鉱地域の形成期に建築され，

老朽した炭鉱住宅のうち，7千戸が取り壊され，

約5千戸が再生された。このうち，ケルクラーデ

では，1982年に合併したアイゲルスホーフェンで

の３プロジェクトを含めて，８つのプロジェクト

によって，207ヘクタールの炭鉱跡地が住宅用地

（46ヘクタール），工業用地（100ヘクタール），レ

クリエーション（61ヘクタール，交通用地含む）

へ再開発された（表2）。この地域再開発とともに，

ケルクラーデの人口は，それまでの減少傾向から

増減を繰り返しながらも微増に転じた（図５）。

ただ，1975年に増加に転じた人口も1980年代前半

のオランダ経済の低迷期に再び減少した後，1992
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年から再度，減り続けている。この過程で，ケル

クラーデの人口構成は大きく変化した。

Ⅲ　人口からみたケルクラーデの地域性

１．人口構成の変化

ケルクラーデの人口構成の変化を自然動態と社

会動態の推移からみてみよう（図９）。ケルクラ

ーデでは，炭鉱労働者が1958年の9,484人を第二

次世界大戦後のピークとして，1965年の炭鉱閉山

のアナウンス時で7,202人にまで減少していた。

これは，機械化等にともなう合理化の帰結であっ

た。ただ，この時期まで，地域人口は自然増が社

会減を大幅に上回って，増加傾向

にあった。その後，前述のように

1965年から1974年まで人口は減少

するが，これは炭鉱労働者の失業

にともなう社会減の急拡大と自然

増の縮小によって生じたものであ

った。また，1975年からの人口の

微増は社会増によるもので，炭田

地域再生計画にともなう雇用拡大

を反映したものであった
９）

。しか

し，1973年から自然動態では1980年代の一部を除い

て，出生数が死亡数を下回るようになり，その減

少幅は1990年代以降，拡大してきた。また，同時

期，社会動態もオランダ国内の好景気の一時期を

除いて，常に転出が転入を上回り，ケルクラーデ

の人口は減少してきた。そのなかで，ケルクラー

デでは，地域人口の高齢化が急速に進展してきた。

1989年における人口ピラミッドでは，男女とも

に45歳以上の各層（ただし，男性の75歳以上を除

く）で，全国の構成比よりも高い割合を示した

（図８）。これに対して，年少人口の年齢特化係数

は，0歳から4歳が男女ともに0.87，5歳から9歳が

自治体 再開発用途 面積 自治体 再開発用途 面積 

１ Domaniales Kerkrade 住宅地開発 18 11 Willem-Sophia
Kerkrade 

（Spekholzerheide） 住宅地開発 9

２ Beerenbosch Kerkrade レクリエーション 28 12 Laura Kerkrade
Kerkrade 

（Eygelshoven） 住宅地開発 3

３ Nullland Kerkrade
交　通/ 
レクリエーション 

28 13 Julia
Kerkrade 

（Eygelshoven） 工業用地 100

４ 
Oranje Nassau III 
住宅地開発 

Heerlen
（Heerlerheide） 住宅地開発 36 14 Laura Eygelshoven

Kerkrade 
（Eygelshoven） 住宅地開発 16

５ 
Oranje Nassau I 
住宅地開発 

Heerlen 住宅地開発 51 15
スラッジ溜めと炭鉱 
鉄道 

各　地 さまざま 45

６ 
Oranje Nassau III 
緑地再生 

Heerlen
（Heerlerheide） レクリエーション 41 16 Lauraのぼた Landgraaf レクリエーション 10

７ 
Oranje Nassau I 
都市機能 Heerlen 16 17 Hendrick Colliery

Bruｎssum 
（Rumpen） 

工業用地/ 
住宅地開発/ 
レクリエーション 

100

８ 
Oranje Nassau II 
住宅地開発 

Landgraaf
（Schaesberg） 住宅地開発 32 Emma Heerlen /

Heerlen 
（Hoensbroek） 

住宅地開発/ 
サービス 

９ 
Oranje Nassau II－ 
Wilhelminaのぼた Landgraaf レクリエーション 120 Emma Brunssum Bruｎssum 住宅地開発/ 

サービス 

10 Wilhelmina
Kerkrade

（Terwinselen） レクリエーション 5 19 産業遺跡 各　地 ─ 

計 19プロジェクト 762
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男性0.84，女性0.9，10歳から14歳が男性0.78，女

性0.8と低かった。同様に，20歳代のそれも男女

の25歳から29歳の0.93を最高として，女性の20歳

から24歳の0.86を最低とした。炭鉱閉山時の1969

年から5年ごとに年齢階級別人口数の推移をみて

いくと，青年期人口の比率の低さは世帯転出にと

もなう年少人口の少なさのほか，15歳から20歳時

にケルクラーデから転出する人口が多いためであ

ることがわかる。
10）

1980年代後半から90年代前

半の人口微増期においても，この年齢層は常にマ

イナスを示し，さらに90年代後半からの人口減少

期にはこの層のみならず，再び，年少人口の各層

と20代前半層も減少するようになった。

2007年に，年少人口の割合はさらに低くなり，

40歳代以上のそれがオランダ全体より高い値を示

すようになった。このことは，年少人口の特化係

数が0.64（0歳から4歳の女性）～0.79（10歳から

14歳の男性）と1989年よりもさらに下がったのに

対して，40歳代以上層のそれはすべての年齢層で

1.0を超えて，とりわけ高齢人口の各年齢層で1.3

以上であったことにも現れている
11）

。その結果，

ケルクラーデの高齢人口比率は1989年に14.5％，

2008年に19.2％になった。1964年に，それは7.3％

であったから，ケルクラーデは25年間で高齢化社

会から高齢社会に至ったことになる。オランダの

高齢人口比率は，1964年に9.4％と当時のケルク

ラーデよりも高く，東部炭田地域の再生計画が承

認された1974年当時，逆にケルクラーデ（11％）

の方が上回るようになった（オランダ10.6％）。

2005年に，オランダは高齢人口比率14％の高齢社

会に至った。その意味で，ケルクラーデはオラン

ダ全体からみれば，約20年ほど先に高齢社会を迎

えたことになる。こうして，ケルクラーデは「オ

ランダのフロリダ」と呼ばれるようになった。

このように，ケルクラーデは，炭鉱都市として

の発展と衰退，そして地域人口の高齢化にともな

う高齢社会という地域性を有するようになった。

ただ，その進展は一様ではなかった。

２．地域高齢化と中心市街地

ケルクラーデの人口の高齢化は中心市街地のケ
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ルクラーデセントラムを中心にその東北部の地区

で顕著であった（図10）。工業団地のある

Dentgenbachを含む街区を除けば，人口は1995年

との比較で2007年に，ドイツ国境地区において高

い減少率を示し，ケルクラーデセントラムをはじ

めとした市中心部では反対に増加していた。それ

を年齢階級別の人口増減と照らし合わせると，45

歳から64歳の年齢層ではRolduckerveldを除く，

すべての地区が増加しており，高齢人口では

Heilust，Kaalheide，Nulland，Vinkの４地区を

除いてプラスであった。また，地区人口が1995年

よりも増えていたのは，概してこれら両年齢層の

増加幅が大きい地区か，それをベースにこれらよ

りも若年層のいずれかの年齢層で減少幅が小さい

地区であった。そのなかで，ケルクラーデセント

ラムはいずれの年齢層でも，ケルクラーデ全体と

比べて増加率の特化係数が1.0を超えて，全地区

のなかで最も多い増加率（1995年の約1.1倍）を

示した。なかでも，高齢人口比率34％に示される

ように，その人口増加は高齢人口の集積に負うと

ころが大きかった。

ケルクラーデセントラムは，旧市庁舎と新市庁

舎のあるマルクト広場とその周囲の街区からな

る。マルクト広場にはかつての炭田地域を記念し

て炭鉱労働者の銅像があり，オランダの炭田地域

の宗教的特性（カトリック）も景観から読みとる

ことができる（写真３・４）。マルクト広場から

延びる，ホーフドシュトラート，ニースプリンク

シュトラートなどには，商店が集積して中心商業

地が展開する。それらは，オーランドパサージュ

とシアターパサージュという二つのアーケード街

を含み，同人口規模のドイツ側のヘルツォーゲン

ラートの駅隣接の商業地と比べれば，商店数の多

さと業種の多様性でかなりの相違があった（写真

５・６）。これから，ケルクラーデがより高い中

心性を有することが容易に理解できる12）
。しかし，

2007年9月に，中心商業地の通行量調査をホーフ

ドシュトラートとニースプリンクシュトラートの

交わるシアターパサージュの前で行った（表３）。

それによると，全通行者の過半数強が生産年齢人

口であったものの，過半数弱を高齢人口が占めて，

高齢人口比率よりも高い割合を示した。また，平

日ということもあって，ともに女性の割合が高か

った。高齢者の割合の高さは，中心商業地を支え

る上でも高齢者が基盤的役割を果たしていること

を示している。

ケルクラーデでは，中心部への高齢者の集住の

一方で，既述のようにドイツ国境沿いの各地区で

人口の減少がみられた。ケルクラーデセントラム

は市全体のなかで最も住宅数（市全戸数の9.6％）

のストックが多く，市庁舎・図書館などの公共機

関と商業機能，ケルクラーデ駅への近接性などが

高齢者の集積に結びついたともいえよう。では，

ドイツ国境地区での人口減少は何を意味するので

あろうか。

３．人口減少と国境都市，ケルクラーデの変化

ケルクラーデの人口は，EUの地域統合下にお

いて国境都市としての立地特性によって影響を受

けてきた。1990年代に，ケルクラーデではドイツ

側からの移入が増えはじめた。これはオランダと

ドイツの建築基準の差異にともなう不動産価格差

を呼び寄せの要因に，若い家族世帯が低価格さゆ

えにケルクラーデへ移り住むようになったためで

人数（人） 構成比（％） 

男 71 19.4

女 87 23.8

計 158 43.2
男 79 21.6
女 121 33.1

計 200 54.6

男 4 1.1

女 4 1.1

計 8 2.2

男 154 42.1

女 212 57.9

366 100.0

通行者 

（2007年9月現地調査により作成） 

表３　ケルクラーデ中心商業街の時間当たり通行量 

計 

総　　計 

高齢者 

生産年齢人口 

年少人口 

表３　ケルクラーデ中心商業街の時間当たり通行量
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あった。これにともなって，ケルクラーデでは，

1990年代にドイツ人の増加と不動産市場価格の高

騰がみられた。エヒラー（2002，p.47）によると，

1992年から93年にケルクラーデのドイツ人は400

人から4,000人に拡大したという。確かに，ドイ

ツ国籍を有する者は1990年代後半にケルクラーデ

の人口の１割強を占めるまでになった（表４）。

しかし，1998年まで6,000人台であったドイツ人

は，1999年にわずかに6千人を割りこみ，2000年

代に入って急速に減少してきた。1996年を100と

すると，2007年にオランダ国籍を有する者が96.7

であったのに対して，ドイツ国籍を有する者は

64.2にまで落ち込み，ドイツ人の急激な減少がわ

かる。以上は，2000年代における人口減少が，オ

ランダ国籍を持つ住民の減少とともに，ドイツ国

籍を持つ住民の転出によって引き起こされたこと

を示している。と同時に，国境都市，ケルクラー

デはこの時期，人口流動の側面からいえば，トラ

ンスボーダー都市としての性格を有するようにな

ったともいえよう。

1990年代末からオランダでは，不動産不足にと

もなう価格高騰によって土地と住宅の価格がドイ

ツと比べて二倍になったという。そのため，オラ

ンダとドイツ国境では1990年代前半のケルクラー

デと反対に，ドイツ側にオランダ人の集住する地

区がみられるようになった。これは不動産価格の

みならず，ドイツ側の方が諸税ともに低いためで

もあった
13）
。このような人口流動の逆転は，オラ

ンダとドイツの経済状況を反映したものであっ

た。この結果，オランダ全体でみると，越境通勤

流動はオランダからドイツに向かう者が1999年の

14,065人から2005年に8,845人へ減少したのに対し

て，逆方向のドイツからオランダへ向かう流動は

2,970人から15,130人となり，逆転した。地域別統

計では，オランダからドイツに向かう流動のみが

近年まで公表されている。それによると，リンブ

ルフ州南部統計区では1999年に6,005人（オラン

ダ全体の42.7％）がドイツへ通勤していたが，

2007年にその数は3,775人（同42.7％）にまで減少

した
14）
。反対に，ドイツからオランダへ向かう通

勤者は2001年まで公表されているが，1999年の

610人（同20.5％）から2001年に1,060人（同

13.8％）に増えていた。その増加はオランダ全体

と比べればやや緩慢であるが，同様の傾向を示し

ていると判断できる。

ケルクラーデはドイツ国境に位置する炭鉱都市

として形成され，炭田閉山後，地域人口の減少と

その高齢化に悩みながら，地域の再生をはかって

きた。炭鉱都市形成の際も外国人労働者の流入に

よって，地域人口の国際化という地域的特色を示

したが，1985年の独蘭国境の開放後，とりわけ

1990年代から両国の経済的状況を基調に，ドイツ

実数 構成比 増減率 実数 構成比 増減率 実数 構成比 増減率 実数 実数 構成比 増減率   構成比 増減率 

1996 52,617 100.0 100.0 45,215 85.9 100.0 6,101 11.6 100.0 756 1.4 100.0 545 1.0 100.0

1997 52,445 100.0 99.7 45,023 85.8 99.6 6,153 11.7 100.9 742 1.4 98.1 527 1.0 96.7

1998 52,150 100.0 99.1 44,732 85.8 98.9 6,137 11.8 100.6 704 1.3 93.1 577 1.1 105.9

1999 51,762 100.0 98.4 44,472 85.9 98.4 5,985 11.6 98.1 680 1.3 89.9 625 1.2 114.7

2000 51,458 100.0 97.8 44,433 86.3 98.3 5,728 11.1 93.9 662 1.3 87.6 635 1.2 116.5

2001 51,066 100.0 97.1 44,445 87.0 98.3 5,420 10.6 88.8 618 1.2 81.7 583 1.1 107.0

2002 50,680 100.0 96.3 44,358 87.5 98.1 5,117 10.1 83.9 620 1.2 82.0 585 1.2 107.3

2003 50,295 100.0 95.6 44,245 88.0 97.9 4,824 9.6 79.1 613 1.2 81.1 613 1.2 112.5

2004 50,035 100.0 95.1 44,257 88.5 97.9 4,556 9.1 74.7 628 1.3 83.1 594 1.2 109.0

2005 49,563 100.0 94.2 44,021 88.8 97.4 4,317 8.7 70.8 657 1.3 86.9 568 1.1 104.2

2006 49,323 100.0 93.7 44,000 89.2 97.3 4,137 8.4 67.8 648 1.3 85.7 538 1.1 98.7

2007 48,769 100.0 92.7 43,709 89.6 96.7 3,917 8.0 64.2 620 1.3 82.0 523 1.1 96.0

構成比は総人口に対する割合であり，増減率は1996年を100とした値を示す。 

表４　ケルクラーデにおける国籍別人口の変化 

（オランダ中央統計局資料により作成） 

ドイツ オランダ その他のヨーロッパ その他 総人口 
年次 

表４　ケルクラーデにおける国籍別人口の変化
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からの入超とドイツへの出超という国際的人口流

動を経験してきた。このトランスボーダー的性格

は，ケルクラーデが地域連携によって地域の諸問

題を解決するなかで助長されてきたものである。

Ⅳ　地域連携とトランスボーダー空間の醸成

１．越境地域連携の展開

1990年代におけるドイツ人のケルクラーデ集住

と近年におけるオランダ人のヘルツォーゲンラー

トへの移住は，ともにそれぞれの地域社会への包

摂という問題を抱えていた。ドイツ側に住む，オ

ランダ人はドイツ側に住居を持つのみで，オラン

ダ側で働き，子供もオランダの学校に通わせる。

このため，ドイツ側では地域コミュニティにとけ

込まないオランダ人への不満が募り，反対にドイ

ツ人がケルクラーデに移り住んだ際にも同様の問

題がみられた。このようななかで，ケルクラーデ

とヘルツォーゲンラートの両自治体は，1991年に

両者間の越境地域連携をすすめるアクターとして

Eurodeを設立して，越境地域連携へ踏み出した。

両自治体による越境地域連携では，①国境の通

りNieuwstraat／Neustraßeの再整備，②人口流動に

ともなう不動産市場高騰への対処（Plitschardプ

ロジェクト），③教育現場における越境地域連携

プロジェクトEurobabel
ユ ー ロ バ ベ ル

，④緊急時の越境地域連

携対応（消防，警察），⑤起業促進のためのビジ

ネスセンター建設などを主な取り組みとしてあげ

ることができる。

越境地域連携はまず，ケルクラーデとヘルツォ

ーゲンラートを物理的に隔てていた国境線ブロッ

クを取り除き，Nieuwstraat／Neustraßeを再整備す

るシンボリックな事業から進められた（写真７）。

ニューシュトラートはケルクラーデからヘルツォ

ーゲンラートを通ってアーヘンに至る主要道であ

る。しかし，第一次世界大戦時に，ドイツ側が国

境線にフェンスを建設して，ケルクラーデから直

接，ニューシュトラートを通ってアーヘンに行く

ことはできなくなった。それ以来，フェンスは独

蘭の関係を象徴しながらその高低のほか，ブロッ

クに置き換えられて，両自治体の住民に国境を常

に意識させるものであった。この物理的障壁を撤

去して，国境を自由に行き来できるようにするこ

とは，地域住民に越境地域連携の進展を象徴的に

示す効果があったといえよう。その整備はヨーロ

ッパ地域開発基金（EFRD）からの助成を受けて

1993年から進められ，1995年に完成した。ケルク

ラーデを含む，リンブルフ州の炭田地域は2005年

までヨーロッパ開発基金の「目的２（構造的な諸

問題に直面する地域の経済的・社会的支援）」の

対象地域に指定されてきた（図１）。構造基金に

よる財政的支援は，表５のようにインターレグ事

業によっても行われた。ニューシュトラートの再

整備が始まった，1993年には，ケルクラーデへの

ドイツ人流入にともなう不動産市場の高騰に対処

するための調査が始まり，1995年にヘルツォーゲ

ンラートのMerksteinにオランダの建築基準に則

って低価格住宅を建設するPlitschardプロジェク

トとして結実した。また，1995年から，両自治体

の小学校2校ずつでお互いの言語と文化を教えあ

う，ユーロバベルプロジェクトも開始された。同

事業では互いの言語を学びあうコンピュータープ

ログラムの開発も並行して進められた。翌1996年

に，緊急時の救急と消防を互いに援助しあうこと

に両自治体は合意した。このためには，消火栓の

形状を含め，インフラの整備から始めなければな

らなかった。1998年に，インターレグ，さらに構

造基金などの助成を得て，エウロデビジネスセン

ター（Eurode business centre，以下EBC）の建

設が始まり，2001年にオープンした。同年から

EBCには独蘭両国の警察がインターレグの支援

を得て，オフィスを設けて，国境線での両者によ

るパトロールや住民への支援を行うようになった。
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EBCはニューシュトラートがヘルツォーゲン

ラートに至る国境地点に，情報関連企業の創業の

ためのビジネススペース創設を目的に建設された

（写真9～11）。国境線上の立地にともない，独蘭

のいずれかの選択によるメリットを享受すること

ができる。たとえば，有限会社
15）

としての創業

に際し，最低開業資金はオランダ側の方がドイツ

側より少なくてすむため，開業しやすいものの，

諸税はドイツ側の方がオランダ側よりも安価であ

る。2007年に，EBCには29の企業・団体が入居

しており，越境地域連携のアクターEurodeと警

察および不明なものを除くと，13企業がオランダ

側で，11企業がドイツ側で創業していた。企業数

からいえば，EBCの地域経済への影響は極めて

限られたものといえる。EBCへの入居期間は基

本的に数年とされ，ここからのスピルオーバーが

期待されている。このようなインキュベーターと

しての当初の設立目的のほか，Eurodeは2007年

にEBC内にパソコンルームを設けて，両自治体

の学校が自由に利用できるようにしたり，越境地

域連携に関わる税，年金，社会保障，職などの情

報支援も５年ほど前からEBCで行うようになっ

た
16）
。

以上のように，両自治体による越境地域連携は

地域住民の生活の質を向上させるため，国境に関

わって起きる問題を解決していくためのものであ

った。その過程で，両自治体間では前述した地域

住民の人口移動が短期間のうちに方向性を変えな

がらみられた。地域連携のアクターである

Eurodeは，各プロジェクトのコーディネータ的

役割を果たしながらそれに対応してきた。1998年

に，Eurodeは独蘭のアンホルト協定に基づき，

法的資格を得た。EUにおいて，異なる国同士の

地方自治体が法的資格を有する越境地域連携組織

を設置した希有の例であり，地域連携にかける両

自治体の意欲の表れでもあった。

２．地域連携の背景と重層性

ケルクラーデとヘルツォーゲンラートの越境地

域連携がこのように進展した背景には何があるの

であろうか。EUの地域統合の下で，各国周辺に

Interreg テーマ プロジェクト名 事業期間 パートナー 
事業予算 

（ユーロ） 
インターレグ 
助成割合（％） 事業 

1-2　インフラストラクチャー， 
　　交通，情報 

������ ��	
��		 �����
�����

1998/7/1 ～ 
2000 ／ 12／ 31 ������������ ��������� ��������� 4,153,313 26.5

国境を跨ぐ，ビジネスセン 
ターによる起業促進 

2-3　ツーリズム・レク 
リエーション 

���� �����!"��� #
����
$��#

2000/ ７ /１～ 
2001 ／ 6／ 30

��#���� ��������% �� ���������
&�� '(�)�!*� +

350,000 50.0

5-1　ネットワーク， 
　　コミュニケーション， 
　　文化的インフラ 

�,-�.�!
	�)����
�������(�(� �

1998/11/1 ～ 
2000／ 11／ 3０ 

������������ ���������
&��	)�+���� ��

400,000.0 50.0
ケルクラーデ，ヘルツォー 
ゲンラート間の公的越境地 
域連携機関EURODEの設立 

5-4　公的管理の協同 �/������ ��%	�  � 2001/9/1 ～ 
2005/3/31

*� 
��
"�0	
�
�# ��)���，*� 

�
�
#(���， ��#���� ��������， 
&��1���� ��� �����������

221,889.0 50.0
国境における独蘭警察の越 

境地域連携＊ 

3-1　空間整備，自然環 
境保護 

����"�#
2003/1/1～ 
2005/9/16

��
��� � (��#������� 	
)�
��� &
)�
��
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347,992.65 50.0
EMR内における果樹の 

種の保存と改良＊ 

5-2　地域社会の統合 �������	)�
)��
2003/11/1～ 
2006/10/30

5�& �
 ����	
�	
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647,960.0 50.0 EMRにおける社会史 

3-2　農村地域の開発 
����	�
�  �

�� �� ���	)��%
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2008／6／30
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�� )�##��� � ��
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��� ��#
�
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�� )�##��� �
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4�� ��
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��� 3�����-� �
7���
��#
�
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�� )�##��� � �� � 6����

��#
�
	��
�� )�##��� � �� * �#(
7��	�
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�
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�� )�##��� � ��

$� �������� ��#
�
	��
�� )�##��� �
�� ������� -6�
�� ��)��� ! 5
  � ��
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10,366,692.72 50.0
かつての炭鉱地域の産業遺 
産を活かした都市と農村を 

結ぶ地域づくりの計画 

II
（1994～ 

1999） 

III A
（2000～ 

2006） 

EMRはEuregio Maas-Rijnをさす。事業欄の＊はインターレグⅢAのベストプロジェクトとしてEMRから紹介されているもの　　　　　　　　（Euregio Maas-Rijnの資料により作成）

表５　ケルクラーデにおけるインターレグ事業の概要 表５　ケルクラーデにおけるインターレグ事業の概要
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位置した国境地域が人，物，サービス，資本の移

動の自由によって，その障壁性の低下にともなう

関係位置の変化を活かすため，EUの構造基金の

財政的支援を受けながら越境地域連携を進めたと

いう構図が一般的にある。このような構図は両自

治体の場合でも，インターレグにともなう財政的

支援を得るために連携するという他地域と同様の

側面として現れている。しかし，Eurodeという

名称に示されるように，かつて両自治体は同一の

方言を話す人びとを構成主体に文化的にも歴史的

にも緊密な社会空間領域（かつてのRode）を形

成していた。これを地域的基盤として，越境地域

連携を推進させたのが，両自治体市長間の緊密な

人間関係とMAHLと呼称される域内大都市との

関係位置であった。

ケルクラーデのThijs Wötgens市長とヘルツォー

ゲンラートのGead Zimmermann市長の個人的信

頼関係が越境地域連携を促進させたという意見は

Kerkrade市，Eurodeの担当者に共通していた
17）
。

その一方で，ケルクラーデとヘルツォーゲンラー

トの人口はそれぞれほぼ同規模の48,721人（2007

年1月）と47,199人（2006年12月）しかない。

MAHLと呼称される，エウレギオ・マースライ

ン域内の大都市の人口がマーストリヒト118,378

人，ヘーレン90,125人，アーヘン258,770人，ハッ

セルト70,035人，リエージュ187,086人と両自治体

より大きく，両自治体の人口を合わせてようやく

ヘーレンと同規模程度となる。このことは，政治

的空間における両自治体の位置がこれら大都市の

陰に入って，個々の対応のみでは限界があること

を示している。各国政府や州政府をはじめ，いか

に両自治体へ注目を集めながら，地域を発展させ

ていくかが政治家としての両市長に問われ，その

なかで越境地域連携が模索されたことは想像に難

くない。また，Wötgensケルクラーデ市長は1994

年に市長へ就任するまで，労働党の下院議員であ

り，オランダ政界に通じていた。彼は，1999年に

ケルクラーデを含む，かつての東部炭田地域の８

地方自治体（Brunssum，Heerlen，Kerkrade，

Landgraaf，Onderbanken，Nuth，Simpelveld，

V o e r e n d a a l ） に よ る 地 域 連 携 組 織

「Parkstadt Limburg
パ ー ク シ ユ タ ツ ト リ ン ブ ル フ

」設立の立役者の一人でも

ある。パークシュタットリンブルフは，炭田地域

の再生計画のモットー「ブラックからグリーンへ」

のコンセプトを引き継ぎ，緑あふれる公園都市の

イメージを連想させるネーミングで地域づくりを

進めている。具体的には，経済発展，空間整備，

社会の３側面から行動計画を立て，それを実現し

ていくためのロビーイングをオランダ政府・州政

府に行うことを目標に掲げる
18）
。

このように，ケルクラーデはパークシュタット

リンブルフというかつての東部炭田地域の自治体

間連携の上に，ヘルツォーゲンラートを中心とし

た越境地域連携を重層的に重ね合わせながら，地

域の発展を模索してきた。このうち，越境地域連

携では，インターレグの財政支援終了後における

プロジェクトの継続（たとえば，EBC内への警

察オフィス設置）やEurodeによる情報支援の場

の提供などに，トランスボーダーな都市空間の醸

成をみることができる。

Ⅴ　おわりに

本小論では，オランダのリンブルフ州南東部に

位置する国境都市ケルクラーデのトランスボーダ

ー都市への展開をそれ以前の炭鉱都市の形成を含

めて究明してきた。最後に，越境地域連携に関わ

る今後の課題を挙げてまとめにかえたい。

ケルクラーデにおけるトランスボーダー空間の

醸成は，両自治体間の地域住民による国境を跨ぐ，

文化的・歴史的同質性に基づく社会的空間（国境

都市としての性格）を基盤に，炭田という基幹産

業喪失後の経済的空間としての脆弱さをやわらげ
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るために，政治的空間をドイツ側にひろげる動き

と捉えることもできる。両自治体を含む，エウレ

ギオ・マースライン域内における越境通勤人口の

多さを考慮すれば，越境地域連携は政治的空間と

経済的空間の同一性を高める動きともいえる。

今後，このような連携がいかに進展していくか

は次の3点によるところが大きいであろう。すな

わち，第1に，両自治体による越境地域連携が地

域住民の社会的空間をベースにするものの，市長

同士の人間関係をドライビングフォースにしてき

たことである。両自治体ともに，越境地域連携を

進めてきた市長は既に交代した。越境地域連携の

枠組みとしてのEurodeがあるため，越境地域連

携が瓦解することはないものの，そのペースがか

わることは想像に難くない。その意味で，今後の

越境地域連携はトップダウン的に越境地域連携に

関わる政治アクターの動き次第ともいえる。ただ，

越境地域連携の歴史のなかで播かれたシーズは，

地域住民のなかに根づきつつあるとEurode事務

局ではみている。たとえば，それは地域住民の文

化，スポーツ的行動やそれをになう団体（サッカ

ー，射撃，洋弓など）に越境地域連携の動きがみ

られることに示される。このような地域住民ベー

スでの連携がより活発になるかどうかが，今後の

越境地域連携を左右する第２の点である。他方，

この地域の問題は，高等教育を受けた青年層が地

域に根づく経済的環境が少ないことである。結果

として，高齢者の増加に伴って地域社会の高齢化

が急速に進展してきた。越境地域連携のみでは，

この点を解決することは難しく，パークシュタッ

トリンブルフといった自治体間越境地域連携とそ

れに伴う地域開発計画の立案が求められてきた。

トランスボーダーな空間の醸成の下で，自治体間

連携といった地域連携の空間的重層性がみられる

のはこのためである。この自治体間連携とそのな

かでのケルクラーデの位置が今後の越境地域連携

の動向を左右する第３の点となろう。いずれにせ

よ，インターレグなどの財政的支援が各プロジェ

クトの終了とともになくなるなかで，越境地域連

携をいかに継続させていくかが本地域を含む，国

境地帯におけるトランスボーダー空間形成の試金

石といえる。

ケルクラーデとヘルツォーゲンラートによる越

境地域連携では，インターレグなどの財政的支援

終了後もプロジェクトの継続がみられ，情報支援

にともなって越境人口流動を促進させる機能も地

域内部に備えつつある。これは先に報告したスイ

ス・ドイツ・フランスの３か国国境地帯，バーゼ

ル大都市圏と類似した状況ともいえる（拙稿，

2003b）。その意味で，EU旧加盟国に関わる国境

地域では，地域統合にともなう新たな地域空間の

形成が進展しつつあるといえるのかもしれない。

この点については，越境地域連携において先行し

た独蘭国境地域を含む，旧加盟国の域内国境への

関心を持ちつつ，今後，究明していきたい。

本小論は，手塚 章筑波大学教授を代表とする平成17～19年度科

学研究費補助金基盤研究B「ヨーロッパ中軸地帯におけるトラン

スボーダー都市の空間動態」（課題番号17401030）の研究成果の

一部である。また，これに先立つ，同教授代表の平成13～14年度

文部科学省科学研究費基盤研究B（2）「フランス・ドイツ国境地

帯における地域統合の空間動態」（課題番号13572036）によって，

予備調査を行った。現地での聞き取り・資料収集において，

Kerkrade市のvan Oijen（2002年），Castelijen，Groulsの諸氏と

Eurode Business CentreのHoever氏，EUREGIO Maas－Rheinの

Lorqu in氏にお世話になり，リエージュ大学のM é r e n e e－

Schoumaker教授とCharlier氏にベルギー，ワロン地方からみた越

境地域連携に関する現状をお教えいただいた。また，資料の整理

を愛知教育大学社会専攻（地理学専修）の河野綾さんにお願いし

た。研究を進めるにあたり，手塚 章，呉羽正昭（ともに筑波大学），

小田宏信（成蹊大学），三木一彦（文教大学），伊藤徹哉（立正大

学）の諸先生に，さまざまな助力と刺激をいただいた。以上記し

て，心より謝意を表したい。

注

１）当初はWorm河谷の露頭の石炭層を露天で採掘し

たという。その後，Kloosterrade修道院が採掘の中
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心となり，18世紀半ばにリエージュの炭田地区から

技術者を招き，生産性が向上した。1794年にフラン

スが当地の支配権を得ると，修道院の炭坑は接収さ

れてMines Domanialesと呼ばれるようになった。

２）Limburgs Mijngebiedの表層図（1961）によると，

ケルクラーデのDomaniales炭鉱で石炭表層の深度

は海抜120ｍ，ヘーレンのOranje-Nassauで10ｍ，

国営炭鉱のEmmaで－90～－100mであった。

３）アイゲルスホーフェンは1982年にケルクラーデに

合併された。

４）Renes（1988），p.184

５）1938年以降の坑内労働者と地上労働者の割合から

推定すれば，それ以前の炭鉱労働者は各年の坑内労

働者数の5割り増しと想定される。これから，市人

口に占める炭鉱労働者の割合も同程度の比重の高ま

りが考えられる。

６）この標語は，今までの炭田地域の景観的色彩であ

るブラックから新たな地域再生への願いをグリーン

として掲げたものであり，写真2のように炭田地域

の景観的色彩はみられなくなった。

７）正式名はStadsgewest Oostelijk Mijngebied

８）正式名はSamenwerkingsverband Sanering

Mijnterreinen Oostelijk Mijngebied

９）リンブルフ州南部の鉱業就業者数は1963年の4.78

万人から1973年に0.72万人，77年にわずか800人に

落ち込んだ。このうち，東部炭田地域では，炭鉱閉

山時に炭鉱労働者約3.5万人が失業し，地域再生計

画によって年間に約1万人の雇用が生み出されたと

推計されている。

10）Eurode事務局のHoever氏によると，高等教育を

受けた青年層の就職先の少なさが問題であるという

（2005年，2007年9月談）。

11）65歳から69歳の年齢特化係数は男性1.34，女性1.3

であり，70歳から74歳ではともに1.35，75歳から79

歳では男性1.25，女性1.37であった。

12）ケルクラーデ市の統計によると，2007年4月1日現

在，市内の事業所数は2,123であり，商店608，不動

産関連358，建設関連212，飲食店169の順で多い。

2007年9月のケルクラーデセントラムの土地利用調

査では，専門小売店と飲食店が多く，ヘルツォーゲ

ンラートの駅隣接商店街では閉店しているものも多

くみられた。

13）2007年9月，Eurode Business CentreのHoever氏

談。ベルギー国境も含む，その全体的動向について

は，Van HoutumとGielis（2006）を参照されたい。

なお，2002年に，ニューシュトラート／ノイシュト

ラーセのドイツ側不動産業者ではなお，ケルクラー

デの不動産が多くみられた（写真8）。

14）この動向の一部は先の拙稿で報告した（拙稿，

2003a）。

15）オランダではBV（Besloten vennootschap），ド

イツではGmbH（Gesellschaft mit beschra
..
nkter

Haftung）

16）情報支援は7年ほど前から始まり，5年ほど前から

EBCで行うようになったという（Eurode事務局

Hoever氏談，2007年9月）。たとえば，2008年3月か

ら12月の場合，EBC内で両国の年金，税，ヘルス

ケア，保険等に関する相談説明会が4回，社会保障

と税に関する相談会が5回，越境通勤や生活に伴う

個人相談会が６回計画されている。これらはスイス，

ドイツ，フランスの3か国国境地帯であるバーゼル

でみられた情報支援組織Infobest
インフォベスト

と同様の役割を果

たすものであるといえる（拙稿，2003b）。

17）ケルクラーデ市のvan Oijen氏（2002年7月）と

Eurode事務局のHoever氏（2005年9月）への聞き

とりによる。

18）具体的には，パークシュタットリンブルフのホー

ムページ http://www.parkstad-limburg.nl参照のこ

と
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写真１　Domaniales炭鉱のシャフト跡
（2007年９月）

通行量は両通りの交差点で行った
写真５　ケルクラーデの中心商業地（2007年９月）

写真６　ヘルツォーゲンラートの中心商業地
（2002年８月）

遠景の高層ビルは新市庁舎
写真３　マルクト広場と炭鉱夫（2007年９月）

写真４　宗教モニュメントとシアターパサージュ
（2007年９月）

バスが向かう方向がDomaniales炭鉱跡
写真２　ケルクラーデからドイツ側を望む

（2007年９月）
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かつての国境線のブロックが越境地域連携の記念に
残された独欄国境のNieuwstraat／Neustraße

写真７　オランダ・ドイツ国境（2002年８月）

国境は建物の中を斜めに走り，向かって左側が
オランダ，右側がドイツ側である。

写真９　エウロデビジネスセンター（2007年９月）

遠景の正面がエウロデビジネスセンターであり，
この道はヘルツォーゲンラートの駅につながる
写真10 ドイツ側からみたEBC（2007年９月）

Nieuwstraat／Neustraßeのドイツ側不動産業者の
広告では，当時，ケルクラーデの不動産が多かった
写真８　ケルクラーデの不動産広告（2002年８月）

（2002年８月）

5年間でEBCのオフィスが埋まり，インキュベーターとしての機能を果たしてきたことがわかる
写真11 エウロデビジネスセンターの企業

（2007年９月）


